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1 始めに

台湾ではグローバル化への対応として、国民の全体的な外国語能力向上を目
指した各種のプログラムを実施している。そうした政策の中、論者は、ふだん勤務先の大学で日本語教育に携わる傍ら、2002年から社会教育の一環として、台湾の国立ラジオ局（国立教育広播電台）でおこなわれている社会人向けの放送教育を支援し、日本語教育のラジオ講座を開くことになった。以来十年にわたって、『おはよう日本語』という日本語教育ラジオ番組を続けてきているのである。こうした中、社会教育の日本語教育と学校教育での日本語教育とは、どこに共通点があるか、違いがあるとすれば、それぞれ何に重点を置くべきかとよく考えるようになった。周知のとおり、そもそも大学教育においての日本語教育は大学内での教育目標があって、それを達成するために施される教育のことを大学教育というのである。では、一方、社会教育でもそれなりの教育目標を立てられるのであろう。日本語教育の立場から考えると目標言語の習得という点ではどちらも同じであり、大学教育でも社会教育でも目標言語達成という点では一致していると言えよう。

　では、何が違っているのか。クラッシェン（S.Krashen）の自然順序性仮説
では大人でも子供でもどこで誰に教わっても学習者の習得プロセスは同じで
あるという仮説がある。こういう仮説が本当であれば、年齢に応じて習得プロ
セスに合った教材や教授法をとることが不可欠であると言えるであろう。

　また、論者が教育現場で興味深く感じさせられたのは同じ教材を使って同じ
教師がする授業でありながら、大学教育の場合と放送講座の場合とでは、学習
者の反応、いわば学習フィードバックが全然違う場合がしばしばあるという点
である。本論文ではこうした大学教育の場合と放送講座の場合の各授業実践と
学習者の反応を比較しながら、学習者に適した日本語教育の教材と教授方法の
問題について論じたい。

2  ラジオ日本語講座教材を巡って
2.1　『おはよう日本語』講座内容
　

　　2002年から今日に至って、十年あまりの間、『おはよう日本語』（早安日語）の講義内容は大別して七つの段階あり、使用教材をまとめて以下の通りである。

表１
	段階別


	講義期間


	内容


	教材名



	Ⅰ
日本語入門


	2002年2月16日～
2002年11月
	20課から構成

（1∼114講）
	淡江大学（1998年）『核心日文』



	Ⅱ

初級から中級へ


	2002年11月～
2003年7月（上）

2004年4月～
2005年3月（下）
	25課から構成

上　12課（115∼205講）

下　13課（206∼331講）


	（2003年）

『おはよう日本語』上·下　

	Ⅲ

中級から上級へ

	2005年9月2日～2007年2月28日
	25課から構成

上　13課

下　12課
（1講∼216講　）
	（2006年）

『インカ説故事―おもしろい昔話』

上·下

	Ⅳ

中上級
	2007年3月～
2009年1月
	四冊

Ⅰ　15課（1講∼ ）
Ⅱ　12課

Ⅲ　12課

Ⅳ　12課（278講）
	（200７年）

『インカ地理教室－日本地理』Ⅰ∙Ⅱ

Ⅲ･Ⅳ

	Ⅴ
中上級
	2009年2月~

2010年７月
	上･下25課から構成
上　12課(1講~108講)

下　13課(109講~208講 )
	 (2009年)

『インカ台湾地理」

	Ⅵ

中級
	2010年７月～

2011年7月
	上･下20課から構成
上　10課(1講~81講　)

下　10課（82講~148講）
	（2010年・2011年）

『インカ生活日本語会話』

	Ⅶ

中上級
	2011年7月～
2012年～
	上･下20課から構成
上　10課(1講~86講　)

下　10課（87講~）
	（2011年・2012年）

『インカいきいき日本語会話』

オノマトペの応用を中心に


ここでの「初級」、「中級」、「中上級」など、段階別を決めつけるのは各高等教育機関（日本語学科を含め）で使用したテキストの難易度にあわせて、５段階日本語能力試験の出題傾向を参考にした結果、論者が定義したものである。
2.2　教材の構成

2002年2月～2002年11月まで、最初の放送期間は、淡江大学日本語学科の教材編集グループによって編集された『核心日文』
という初級の内容を放送した。各課は、文型を中心に習得順序に従って基礎的な文法項目を取り入れ、最後に簡単な会話文にまとめる。
表２　
	教材
内容
	淡江大学『核心日文』

	１課


	1　コソアドことば

2　ＡはＢです（名詞句）

3　ＡはＢですか、Ｃですか。

4　名詞の名詞

	２課
	1　コソアドことば

2　中止法「で」（ですの中止形）

	３課
	1　動詞ある·いる（存在、有無）

2　と（助詞　ＡとＢ）

3　か（助詞　ＡかＢ）

	４課
	イ形容詞（連体形·連用形·終止形）

	５課
	ナ形容詞（連体形·連用形で·終止形です体）

	６課
	助詞を+動詞（ます体）

	７課
	1　から〜まで

2　時間―〜曜日、〜時、〜分など

	８課
	〜たい、ほしい（希望表現）

	９課
	動詞のて形（てから、ている、てください）

	10課


	1　∼てもいい、∼てはいけない、∼ておく、∼てある

2　そうだ（様態）

3　形容詞（連用形+動詞）

	11課


	1　動詞の未然形（∼ないでください、∼なければならない、∼ないほうがいい）

2　∼てしまう

	12課
	1　動詞の連体形（連体修飾）

2　形式名詞こと（∼は∼ことです。⁄∼ことができる。⁄∼ことがある。

	13課
	1　動詞の連体修飾

2　∼たことがある⁄∼たほうがいい

3　比較の助詞　より

	14課


	1　∼たり∼たりする

2　仮定条件の　たら·なら·ば·と

	15課
	1　授受動詞（やりもらい）

2　待遇表現（動詞て+授受動詞）

	16課


	1　「～」と思う·言う·考える

2　意志の助動詞　う·よう

	17課


	1　受身表現

2　可能表現

	18課


	使役表現

	19課
	1　敬語表現（尊敬語、謙譲語、丁寧語）

2　～そうだ（伝聞）

	20課
	1　敬語表現（お帰り·ご滞在…⁄∼させていただく⁄∼れる（られる）

2　～ことになる（結果）

3　助動詞ようだ


以上のように、今段階ではテキストに従い、大学での第二外国語選択者向けの授業に準じた内容で、各課の解説を行った。20課の内容を114回に分けて放送している。
続いて『初級から中級へ』は2005年まで行われていた。この時期では、社
会現象、流行、日本の伝統などが盛り込まれた会話文を主軸に文章まで広げていく『おはよう日本語進階教材』（上）（下）を使用して総合的な講義を行われた。全教材は25課からなる。
表３　

	教材名/各課
	おはよう日本語進階（上）
	教材名/各課
	おはよう日本語
進階（下）

	第１課
	たこ焼きとお好み焼き
	第13課
	梅雨

	第２課
	師走
	第14課
	招き猫

	第３課
	少子多犬化
	第15課
	七夕

	第４課
	こたつ
	第16課
	とんかつ

	第５課
	初詣
	第17課
	たぬき

	第６課
	雪
	第18課
	地球温暖化

	第７課
	バレンタインデー
	第19課
	地震

	第８課
	Eメール
	第20課
	盲導犬

	第９課
	ひな祭り
	第21課
	紅白歌合戦

	第10課
	レジ袋
	第22課
	日本茶

	第11課
	お米
	第23課
	アニメ・漫画

	第12課
	メーデー
	第24課
	忘年会

	
	
	第25課
	東京自由旅行


『中級から上級へ』の段階では、『おもしろい昔話』上･下合わせて25課か

らなる教材を中心に授業を行った。各課の本文（昔話）はそれぞれ『日本のお話100　有名な昔話·各地の昔話』フレーベル館、『続　日本のお話100　有名な昔話·各地の昔話』フレーベル館、『親と子の読み聞かせ　昔話100話』主婦と生活社、『日本の神話と伝説』謝良宋=『古今著聞集』巻8·『十訓抄』巻6、『日本書紀』·『丹後国風土記』、山口県の伝説·小泉八雲『怪談』、『説経浄瑠璃』·森鴎外著『山椒大夫』などから25篇選び出し、もっと読みやすく書き直したものである。こういった日本の物語を学ぶと同時に、日本の伝統文化、慣習、風俗などにも触れようという考えからだったのである。
各課は以下の通りである。
表4
	教材名/各課
	インカ説故事

おもしろい昔話（上）
	教材名/各課
	インカ説故事

おもしろい昔話（下）

	第１課
	つかずの鐘
	第14課
	いい間違えた豆まき

	第２課
	貧乏万歳
	第15課
	うその虎の巻

	第３課
	ねずみの一番乗り
	第16課
	意地悪ばあさん

	第４課
	黒くなったカラス
	第17課
	なくて七癖

	第５課
	一枚のうろこ
	第18課
	欲張りばあさん

	第６課
	一寸法師
	第19課
	くらげの骨なし

	第７課
	サルカニ合戦
	第20課
	ねずみの相撲

	第８課
	けんちんぼうの虫歯
	第21課
	あわせて七十

	第９課
	養老の滝
	第22課
	河童の話

	第10課
	浦島太郎
	第23課
	かちかち山

	第11課
	羽衣
	第24課
	耳なし芳一

	第12課
	かみがないところ
	第25課
	安寿と厨子王

	第13課
	すずめのひょうたん
	
	


2007年から2010年7月までそれぞれ『日本地理』『台湾地理』を教材として講義してきた。

『日本地理』を放送内容に決めたのは、学習者のニーズに応じて、日本の文化が成り立つ背景になる地理上の要因を都道府県に分けて楽しみながら勉強しようという配慮からなのである。『台湾地理』のほうは筆者を含めて日本語でもう一度台湾を学び、見直そうという意味で講義を施されてきたのである。各課の内容を表5にまとめた。
表５
	教材名/各課
	日本地理教室
	教材名/各課
	台湾地理教室

	第1課～15課
（１）
	日本と台湾、日本の地形、日本の気候、北海道、青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県
	第1課～12課

（上）
	台湾の地形、台湾の気候、台湾の人口、台湾の交通、台湾の産業、台北市、台北縣
･基隆市、桃園縣、新竹縣･新竹市、苗栗縣、台中縣･台中市
、彰化縣

	第16課～27課
（２）
	東京都、神奈川県、新潟県、富山県、石川県、福井県、山梨県、長野県、岐阜県、静岡県、愛知県、三重県
	第13課～25課
（下）
	南投縣、雲林縣、嘉義縣･嘉義市、台南縣･台南市
、高雄市、高雄縣
、屏東縣、宜蘭縣、花蓮縣、台東縣、離島、台湾の食文化、台湾の自然生態と保護

	第28課～39課
（３）
	滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県，奈良県，和歌山県，鳥取県，島根県、岡山県、広島県、山口県、徳島県
	
	

	第40課～51課

（４）
	香川県、愛媛県、高知県、福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県、日本国
	
	


2010年7月から『生活日本語』という新しい講義が始まっている。知識面から実用的なほうに移って、習ってきたものを消化、反省し、定着させようとの配慮から日本語会話を中心とする講義にしたのである。また、会話に係る出場人物や場面、場所など、すべて台湾に焦点を置かれるのである。さらに、各課に設けられた「豆知識」の内容も台湾ならではの趣のある物事を中心とする。例えば日本では「リフレクソロジー（reflexology）」といわれている足裏マッサージや手のマッサージがその一例で、「癒し」の感覚でいる日本人には台湾の「刺激的」なマッサージは強烈に感じるそうで、人気スポットになるわけである。各課の表題を表6に示している。
表６
	教材名/各課
	生活日本語会話（上）
	教材名/各課
	生活日本語会話（下）

	第1課
	どこかで落ち合いましょう
	第11課
	どこも似たり寄ったりで

	第２課
	すこし遅れそうなんです
	第12課
	どっかで一休みしようか

	第３課
	100円コンビに
	第13課
	お土産屋で買い物します

	第４課
	ちょっと寄っていきましょう
	第14課
	具合が悪い

	第５課
	掘り出し物があるかもしれませんね
	第15課
	語学の勉強

	第６課
	世界一周しに行きませんか
	第16課
	来週の金曜から日曜までの二泊3日だったよね

	第７課
	子供のお土産に何かいいものはないですか
	第17課
	高雄駅まで高速鉄道で行けるでしょう

	第８課
	金のなる木があるわけじゃなし
	第18課
	九份は昔、金鉱の町として栄えたんだって

	第９課
	うん、コクがあっておいしいですね
	第19課
	どこに忘れた？よく思い出して！

	第10課
	ここはすごい賑わいですね
	第20課
	思い出すと、むかむかして


　
2011年7月から現在に至って、『おはよう日本語』講座の放送内容は「いきいき日本語会話」である。会話中心とした講義であるが、オノマトペをいっぱい盛り込まれた会話内容が一つのチャレンジーにもなる。英語や中国語などに比べて、遥かに日本語はオノマトペの多い言語であると指摘されている。日本語は他の言語に比べて動詞や形容詞が少ない言語なので、オノマトペが発達して、動詞や形容詞が少なくても幅広い表現ができるようになったのである。例えば「涙を流す」という動作でも、中国語には状況や強弱によって、「哭,哭泣,抽蓄,嚎啕大哭,流淚…」などたくさんの種類の動詞がある一方、日本語は「泣く、むせぶ」くらいしかないので、「しくしく、さめざめ、おいおい、えんえん、ほろほろ、わんわん、」などの数多くのオノマトペを補うことによって多様な表現ができるようになっている。このように、聞き手によりリアルに感じさせ、臨場感が伝えられることができる日本語オノマトペの学習はなかなか簡単なものではないため、日常会話に取り入れ、上手に使い、豊かに表現できるのを目標にして、教材制作をしたのである。『いきいき日本語会話』は上･下合わせて20課からなる。各課の表題は表7に示されている。
表7
	教材名/各課
	いきいき日本語会話（上）
	教材名/各課
	いきいき日本語会話（下）

	第1課
	もたもたしないで、さっさとおきなさい。
	第11課
	社会人としてみっちり頑張るよ。

	第２課
	お父さん、ほっそりしてきたね。
	第12課
	おどおどしていてもだめでしょう？

	第３課
	ぐずぐずしてると込んじゃうから。
	第13課
	がぶがぶ飲むってわけではないですが。

	第４課
	ぼちぼち帰ってくるころだろう。
	第14課
	家族サービスしたせいでへとへとなんです。

	第５課
	座敷でゆっくりするのが好きだわ。
	第15課
	まごまごしないで、普通にしていればいいじゃない。

	第６課
	うとうとするだけで、熟睡できない。
	第16課
	上司にしかられるのが怖くてびくびくしてた。

	第７課
	あいにく今日はぱらぱらと小雨です。
	第17課
	どすんどすんとまるで建設現場にいるみたい。

	第８課
	ちょくちょく休むようにする。
	第18課
	だらだらと働いてきたんじゃないさ。

	第９課
	ぐずぐずするなって、怒ってたくせに。
	第19課
	お茶飲もうってさらりと言われて。

	第10課
	あんなにもりもり食べても、全然太らない。
	第20課
	さっぱりとしたところに惹かれました。


2.3　学習支援システムの工夫
　第二外国語習得においては、まず重要だと考えられるものは、学習支援システムであろう。ふだん、日本といえばフジヤマや、芸者、演歌など固定したイメージが思い浮かぶだろう。こういったステレオタイプにはめられないように、できるだけありのままの日本のことを伝えようと工夫しなければならない。また、学習者をひきつけるための動機付けも欠かせないものだと思う。『おはよう日本語講座』を例にして見ると、毎週土曜日の生放送の時間が功を奏して、学習者との交流が成り立つ。CALL-IN電話のやり取りを通して、学習者の勉強の進み具合や、何が問題か、何を求めるかと教師側が学習者のニーズに合うように調整することができる。

　そして、毎回30分授業の終わるところ、2，3分間歌や音楽鑑賞の時間が設けられる。それは歌を教えることではない。論者が日常で耳にした日本の音楽やユニーク的な歌手や特に意味のある歌詞など、学習者に紹介することである。おもしろいことに、歌を通して日本語の学習を始めた学習者がたくさんいるとのことで、これも意外な収穫ではないかといえよう。
３、学習フィードバック
放送教育は、学習者の自主性が高いといわれている。学習者の自己教育力が強いという点が目立っている。一方、枠にはまっている学校教育は放送教育と比べると、学習者の学習意欲低下、モチベーションが欠如という差が見られる。
3.1　ラジオ講座の学習者と大学『核心日文』
の学習者の反応
前に述べたように、放送教育では教師側と学習側と、お互いにまったく拘束力のない中、学習者が自分なりの学習目標を立てたりして、それに人並み以上の持続力を持っていないと勉強し続けることができない。学習の途中、躓いたら自分で積極的にクリアするほか方法はない。『早安日語（おはよう日本語）』のリスナーを例にしてみると、ラジオ講座に学ぶ以外に、文法上の質問や学習方法について、熱心に手紙を書いたり、生放送の時間に電話したりして回答を求めている。また、リスナーの間ではインターネットを利用してお互いにネットワークを作って、教師がついていなくても随時勉強できるようにしているのである。こういった学習者の姿に感動する一方、学校教育のほうを考えてみると、教師側が一生懸命学生を引きつけようとするにもかかわらず、学生側はあまり興味を示してない学習振りを見ると感慨深いものである。学習意欲というものは成人教育と学校教育にこんなに開きが大きいのに驚いた。本来、教育と言えば、空間や時間、人員そしてリソースなど各方面において、学校教育の方が優勢を示している。が、その裏腹に、学生の学習意欲の低下、あまりにも保守的な行動力に唖然とする。いかにして、学生に自己教育力の不備な状態を改善させていけばいいのかは、教師としての難問であり、責任であると常に考えている。

3.2　学習効果

放送教育なので、一般教育のように学習効果を確認するためのテストはともかく、勉強の進み具合でさえ、知ることは不可能である。『早安日語（おはよう日本語）』の場合は、いままで述べてきたように、初級から現時点まで10年あまりの講座で学んできた学習者が結構多いようである。人数の統計は無理なため実際にしたことはないのだが、生放送中のふれあいや、膨大な量の手紙やメールなどにより、だいたいわかるのである。中でも、ゼロからスタートして、日本語能力検定試験N2.N1に受かった学習者が少なくないことが各年の合格発表により、リスナーからの便りでわかる。
3.3　大学教室活動での試み
　

　2010年から論者の担当である必修科目日本語会話（二）の教室活動で、放送教育の概念をふまえて新しい試みをした。期末成績の30％占める宿題として８分間以内のまとまった会話授業の模擬制作を学生にさせるのである。チームワークの形で、学生22名の会話小クラスを（2011学年度時点で）いくつかのペアに分ける。それぞれ好きなテーマを決めて、会話文を作る。また、会話文に出た単語や文法項目、慣用語などを取り出し、説明を加える。完成した内容を音声と文字両方ともUSBに収録してもらう。さらにオープニングやBGM（background music）なども自由に付け加えたりした後、USBに保存し出してもらう。授業中、各グループが自分の制作した内容をクラスメートに聞いてもらった後、質問やコメントを受け答えをする。
　この学習を通じて、特に感じたことをオープンアンサーで簡単に書いてもらった。まとめて大体以下のような項目である。
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	今までない経験で、おもしろい。

自分の声や発音がこんなに下手だとはじめてわかった。恥ずかしい。
クラスメートと一緒に一つの作品を制作して、お互いに協力し合って、とてもいい感じだった。
クラスメートに質問されたとき、緊張して頭がポーとなって、うまく答えられないこと、残念に思って。

先生が添削してくださった会話内容をもう一度録音したい。



４　終わりに
　

外国語教育というのはただのコミュニケーションだけの役目ではなく、更なる人文的なものを目指し、根をおろす「人文学」の教育を施すべきではないだろうかと思われる。
1990年代から「人文学の危機」が話題に上っている。その大きな原因は実用の効率性と時代のニーズに合った情報の生産力の不足にあると指摘されている。こういった実用効率性における専門的能力、例えば従来の四技能などというものがよく問われているものの、メディア･リソースを有効に日本語教育に取り入れ活用されることはいまだにめったに見られないといえよう。日本語教育に関する論議は文学、語学のジャンルに属すものが多かったが、実用的効率性のものはあまり論じていない。残念ながら、ラジオ放送のようなメディアリソースの利用ないし開発にほとんど無関心のように取り扱われているのも事実であろう。

高等教育の大学においては、学術的研究はもちろん、実用かつ効率的な教育方向にでも、目を向いて力を注いでもらいたいものである。本論文は「ラジオ放送教育のあり方」と限られた角度からマルチメディアの効用を論じたが、あくまでも問題提起にとどまり、今後、具体的に整ったコース･シラバス、教育目標そして教材までの一貫性を求め、明確にして、さらに一部の大学に設けてある「実習電台」（「実習ラジオ放送」）
に結びつき、バリエーションに富む日本語教育につながる研究を続けていきたい。
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�台湾の一部の大学におけるマスコミ情報学科では学生の実務的な経験をさせる（インターンシップ）ため、大学に付属するラジオ放送局が設けられる。





